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韓流ドラマに見る家父長制下の核家族
－ドラマ『初恋』を手掛かりとして－
崔　　　寶　允
Ⅰ．テレビドラマと家族
韓流ドラマは若者の恋愛というトレンディドラ
マ的な要素を家族愛というホームドラマ的な要素
と一緒に展開していくのが大きな特徴である。こ
れについて日本のファンたちは、韓流ドラマに描
かれている家族に戸惑いを感じながらもうらやま
しいと受け入れている 1。韓流ドラマに見る濃い
家族関係は日本社会ではすでに影を潜めているた
め、彼女たちに一種の憧れとして作用しているか
らである。
現在の韓流ドラマの土台が形成された 90 年代、
ドラマ市場の特徴は、トレンディドラマの流行と
家族ドラマの人気に集約される。家族愛を描いた
ドラマはとりわけ、95 年から 97 年前後に多く見
られる。この時期は急成長の歪が浮上し始め、聖
水大橋崩壊事件、三豊デパート崩壊事件などの大
惨事が相次ぎ、尊属殺人事件が起きるなど、社会
の不安とともに従来の家族関係も大きく揺れ動い
た頃だった。そして、このような現実から目を逸
らしたいという視聴者の希望に答えるかのよう
に、仲むつまじい家庭を描いたドラマが人気を得
た。代表的なドラマには『若者のひなた』（KBS、
1995）、『娘たくさんの家』（KBS、1995）、『銭湯
の男たち』（KBS、1995~1996）、『風は吹いても』
（KBS、1996）、『初恋』（KBS、1996~1997）、『愛
するときまで』（KBS、1997）などがある。
そして、90 年代後半になると、1997 年に起き
た IMF 経済危機でさらに深刻になった雇用不安
による家族崩壊の影響で、テレビドラマの現実批
判的な素材は減っていき、家族愛を愉快に描いた
『情ゆえに』（KBS、1997~1998）、『あなたそして私』
（MBC、1998）のようなドラマが人気を集めた。
一方、日本のテレビドラマに描かれている家族
はどのように変化してきたのか。以下の日本の家
族ドラマの変遷については岩男壽美子氏の『テレ
ビドラマのメッセージ−社会心理学的分析』に基
づいて述べる。
日本で大家族を描いて人気を集めたホームド
ラマ 2 には 60 年代前半に放送された『七人の孫』
（TBS、1964 ～ 1966）、『ただいま 11 人』（TBS、
1964 ～ 1965）がある。これらのドラマは裕福な
家庭を舞台に中心となる祖父や父親が、家族の間
のもめごとを丸く収めるという伝統的な父親の権
威中心の家族が描かれている。ホームドラマは
60 年代後半から 70 年代前半にかけて全盛期を迎
え、この頃は、『肝っ玉かあさん』（TBS、1968）
や『ありがとう』（TBS、1970 ～ 1975）など、欠
損家庭 3 を舞台としたドラマが人気を得ていた。
しかし、1973 年のオイルショックを機に日本
社会は高度成長から低成長へと変化し高度成長の
ひずみが題材化するとともに家族の在り方も変
わった。もはや、家族全員が食卓を囲んで一緒に
食事をするというホームドラマの典型的なシーン
が消えていった。同年放送された『それぞれの秋』
（TBS、1973）には、中流家庭がバラバラに崩壊
していく様子が克明に描かれている。その後、東
京に住む中流サラリーマン家庭に潜む陰を描いた
『岸辺のアルバム』（TBS、1977）を最後にホーム
ドラマは見られなくなった。
ドラマに見る家族崩壊は、80 年代と 90 年代の
テレビドラマに新たな潮流を生み出した。それは
父親と母親の役割の変化、不倫、擬似家族、青
春群像を描くトレンディドラマの出現である。80
年代の代表的なドラマには、親子の断絶という家
族の危機を正面から取り上げ、大きな反響を呼ん
だ『積木くずし』（TBS、1983）がある。
以上のように、日本では 80 年代から家族愛を
描くホームドラマはその姿を消していった。これ
について小倉紀藏氏は以下のように述べている。
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日本は 70 年代の終わり頃からポストモダン 4
に突入したが、韓国は 90 年代半ばからポスト
モダンに移行しつつある。（中略）ポストモダ
ンが行き着いたといってもいい日本社会では、
共同体は都市部ですでに崩壊しかかっており、
人々は共同体などとは関係なく、個として生き
ていけると思いこんでいる。半径一メートルの
世界にしか関わりを持てない若者が、大量に街
を徘徊している。（中略）テレビドラマもそう
いう世界ばかりを描いている。 （中略）そこに
現れた韓国ドラマは「家族」とか「共同体」と
か「国家」というものに根を下ろした人間同士
が真剣に人生を見つめ、恋愛を貫徹していくと
いう物語になっている 5。
つまり、日本の視聴者たちに、「プレモダン 6」
と「モダン 7」と「ポストモダン」が混在してい
る韓流ドラマは新鮮で魅力的であったに違いな
い。
日本の視聴者は、昔『おしん』や NHK の朝ド
ラマにはあったが、今の日本のドラマにはあまり
見ないような、日本人が忘れている感情を韓流ド
ラマが思い起こさせてくれるという。
韓国内では、テレビドラマは家父長制的なイデ
オロギーを伝播する構造を持っていて、女性に対
する抑圧を持続させているという批判もある 8。
しかし、筆者は韓国内で批判を受けている部分が
却って海外では韓流ドラマの人気を牽引した要因
であると考える。何事においても変化が激しい時
代に、家族の絆や純愛、友情など、変わってほし
くないものが韓流ドラマにははっきりと描かれて
いるからである。
本稿では、変貌していく家族が韓流ドラマには
どのように描かれているのかを、ドラマ『初恋』
を通して分析していく。
Ⅱ．『初恋』（KBS、1996 ～ 1997、全 66 話）
『初恋』は 70 年代から 80 年代を背景に、主人
公たちの初恋をめぐった家族愛、兄弟愛を描いた
ドラマである。このドラマの最終回は、歴代韓国
ドラマの最高視聴率 1 位（65.8％）を記録した 9。
驚異的な視聴率から予想できるように、『初恋』
には韓国社会が重視する価値観や規範が映し出さ
れている。また、『初恋』は『冬のソナタ』で知
られるペ・ヨンジュンとチェ・ジウの初共演作と
して 2005 年 NHK で放送され 10、日本でも認知度
の高い作品である。ドラマのあらすじは以下の通
りである。
1975 年の夏、妻を亡くしたソン・ドッぺ 11 は、
三人の子どもを連れてソウルから春川へ引っ越し
てきた。映画館の看板描きのトッペには、親譲り
の才能で絵が上手な中学生のチャニョクと成績優
秀な小学生のチャヌ、そして母親代わりに学校に
も通わず家事をしながら家族を支える長女のチャ
ノクがいる。
引っ越してきた日、隣の家の娘であるシンジャ
はチャニョクに一目ぼれする。しかし、チャニョ
クはチャヌの同級生で映画館の娘であるヒョギョ
ンに出会い、二人は恋に落ちる。ヒョギョンの父
親であるイ・ジェハは、映画館の社長でホテル分
野へと事業を拡大させようとしていた。彼は一人
娘が貧しい看板描きの息子と交際しているのが気
に入らず、ヤクザである義理の弟、ワンギまで動
員して二人の仲を引き離そうとする。
そんな中、チャノクが映写技師にレイプされそ
うになった事件が起き、翌日チャニョクが映画館
に忍び込んで映写技師を懲らしめ、映画館に莫大
な損害を与えた。チャニョクは映画館の管理者で
あるワンギに追いかけられ、ソウルに逃げた。そ
の後チャニョクは、家のことはチャヌに任せて工
場で働くことになる。
しつこくチャニョクの行方を追求するワンギ
は、チャヌはもちろんトッペにまで暴力を振るう。
一連の騒ぎでチャヌは、貧しいからと無視される
世の中で出世する道を探し、法律家になると決心
する。そして、名門大学の法学部に進学し、一家
は再びソウルへ引っ越すことになる。トッペと
チャノクは屋台を仕事に、チャヌは大学生活をし
ながら家庭教師のバイトと新生活を始めた。大学
でチャヌは、良家の娘で放送記者を目指している
ソッキに出会う。
その折、イ・ジェハは、自分の猛反対にも関わ
らず、チャニョクに会いに行ったヒョギョンを断
念させるため、チャニョクを軍隊に放り込んだ。
そしてヒョギョンをパリに留学させ、二人の縁を
完全に断ち切らせようとするが、ヒョギョンは父
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親を騙してソウルに残りチャニョクの除隊を待っ
ていた。そのことがばれてイ・ジェハはチャニョ
クに暴力団を送り、逃げる途中チャニョクは交通
事故に遭ってしまう。一命は取りとめたが、足
に障害を負ったチャニョクの治療費を稼ぐため、
チャヌは司法試験の二次試験を諦め、カジノで働
くことになる。チャニョクに付いて来てソウルで
働いていたシンジャは、チャニョクの留学資金名
目で貯めていた貯金まで渡し、体の不自由なチャ
ニョクを献身的に支える。
チャヌはカジノで有能ぶりを認められ、次第に
責任のある仕事を任せられる。そしてナ社長の紹
介でチョン会長の会社で働くことになる。チョ
ン会長は大学の同期であるソッキの母親で、イ・
ジェハのビジネス上での兄貴分的な存在であっ
た。チャヌは会社で頭角を現し、チョン会長の右
腕として活躍する。そしてチャヌは、自分の家族
を苦しめたヒョギョンの父への復讐を企てる。
一方、チャニョクが死んだと父から聞いていた
ヒョギョンはパリ留学を終え、ソッキの兄である
ソクチンとの結婚を控えていた。しかし、ソクチ
ンからチャニョクが生きていると告げられたヒョ
ギョンは、ソクチンとの結婚を破棄してチャニョ
クに会いに行く。
やがてチャヌは、イ・ジェハの会社を倒産寸前
にまで追い込むことに成功する。イ・ジェハはそ
のショックで死んでしまう。復讐を終えたチャヌ
は、再び司法試験に挑戦するため退職し、実家に
戻る。
そしてチャニョクは会いに来てくれたヒョギョ
ンに、初恋は心に締めておいてソクチンのところ
へ戻るようにと別れを告げる。
以上があらすじである。『初恋』というタイト
ルは若い男女の恋愛話を連想させるが、あらすじ
でわかるようにこのドラマのテーマは家族愛であ
る。日本の視聴者は、ペ・ヨンジュンのドラマで
最高視聴率ということで期待せずに見始めたが、
見ていると家族愛や時代の流れとかがじわじわと
響いてきたという 12。
ここで筆者は、対照的である両家の父親の存在
に注目せざるを得なかった。ソン・ドッペは、子
どものためならイ・ジェハに土下座も躊躇しない
ほど、子ども思いの優しいお父さんである。チャ
ヌが起こした事件で映画館を首になって、泥酔状
態で演歌を歌いながら泣く弱い姿も見せるが、子
どもたちはそういう父親を心配し慰める。
一方、イ・ジェハは、チャニョクとヒョギョン
の恋の邪魔者で、二人の仲を引き裂くためなら手
段を選ばない。挙句には破滅していくお父さんで
ある。また、自分の意見に従わないと、妻とヒョ
ギョンに怒鳴る怖いお父さんである。
両家とも父親が家族の中心的な存在で、父親の
権威は高いといえる。このドラマには韓国社会の
家父長制がはっきりと映し出されている。
他にも、チャニョクの方を慕うシンジャの家族
と、チャヌに好意を持っているソッキの家族が登
場し、『初恋』には四つの家族形態が現れている。
四つの家族の中で、チャニョクとヒョギョンの家
族は父親健在の家族に、シンジャとソッキの家族
は父親不在の家族に分類することができる。まず、
チャニョクの家族について見てみよう。
Ⅲ．父親健在の家族 
１．母親不在の核家族－チャニョクの家族
『初恋』の時代背景は、1975 年から 1992 年ま
でである。この時期、韓国は強力な国家主導型の
経済開発を経て、1988 年にはソウルオリンピッ
クを開催し、民主化を成し遂げるなど、社会全体
が大きく変わっていった。一人当たりの GDP は、
1976 年 803 ドルから 1993 年には 7,466 ドル 13 と
約 9 倍増し、何より経済状況の変化が最も激しい
時代だったのである。高度経済成長期であった
70 年代から 80 年代にかけて、大勢の人が田舎か
らソウルにやってきた。60 年代に 28.0％であっ
た都市人口比率は、70 年代に 43.2％を記録し、
80 年代には 57.2％ 14 と急増する。
お金を稼ぎたい、出世したいと思っていた人は
誰もがソウルに赴いた時代に、チャニョクの家族
はソウルから春川へ引っ越してくる。これはまさ
に「都落ち」であり、当時は社会が目まぐるしく
動いていたので、こういう人たちがたくさんいた
という 15。
トッペは春川にある映画館で看板描きの仕事を
始めた。儒教の労働観は、「卑しい労働に手を染
めることなく書を読む 16」ことを理想としていた
ため、肉体労働であるトッペの仕事は蔑視される。
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逆に言えば、頭脳労働に従事する知識人の社会的
地位は非常に高く、現在も「医師、検事、弁護士」
など、「師・事・士」のつく職業は一目置かれる。
従って、看板描きをしているトッペの社会的地位
は低い。トッペは、子どもたちには自分のように
苦労をさせたくないと思い、長男のチャニョクに
大学進学を勧めていた。貧しい人が上に行くには、
いい大学に行くしか術がなかったからである。し
かし、絵を描くのが好きで美大にしか興味のない
チャニョクは、美大を出ても食べていけないとわ
かっていたため、チャヌに大学進学を勧める。70
年代は兄弟の中で大学に行けるのは一人しかいな
いのが一般的であって、ましてチャニョクの家庭
は貧しかったため、弟に譲ったのである。
チャニョク：
俺が入りたいのは美大だけだ。
美大の他は俺になんの意味もないし、そ
れを父さんが許してくれると思うか。（中
略）
だからお前だけでも頑張って勉強して父
さんの夢叶えてやれ。
チャヌ：
やめてくれ、そうする自信もないし、俺
に責任押し付けるな！
父さんは俺じゃなくて兄さんに託してい
る。なのに、なんで俺が兄さんの代わり
に…俺はいやだ。
チャニョク：
一体、お前は何が不満はなんだ。
お前、父さんの苦労考えてみろ！誰のた
めにあんな…
チャヌ：
それは父さんが選択した父さんの人生だ
よ。兄さん、俺、姉さん、誰のためでも
ないさ。兄さんには父さんが立派に見え
るかもしれないけど、俺は違う。
俺は看板描きで生きてきた父さんが、惨
めなだけだ。
俺は父さんのようには生きない 17。
（『初恋』2 話、下線は筆者）
図 1．イ・ジェハに土下座するトッペ
チャニョクが大学進学を勧めた時点でチャヌ
は、不良仲間とタバコをふかしバイクを乗り回し
ながら遊んでいた。成績優秀だったチャヌが荒れ
た生活をするようになったのは、好きなヒョギョ
ンと兄が相思相愛であることと、貧乏な家に対す
るやりきれない気持ちを晴らすためだった。
反抗期のチャヌは、父の生き方を否定しバカに
していたが、父が自分のために警察署で頭を下げ、
イ・ジェハに土下座までしたことを知り、父の愛
情を感じ、深く反省する。そして、家の事情を気
遣い大学には行かないと言っていたが、兄さんが
ヤクザに負われる身になり長男としての役割を果
たせなくなると、兄さんの代わりに大学に進学す
ることを決心する。
儒教の理念で公＝外の場における男性の成功
とは、科挙 18 試験に合格し、官職に就き、出世
することであった 19。このような価値観は現在も
残っており、チャヌが名門大学に進学し、司法試
験に一生懸命取り掛かる姿から、司法試験が科挙
にオーバーラップされる。チャヌが法律家を目指
すようになったのは、彼個人の選択というより家
族のためという部分が大きい。血縁による関係を
優先する韓国では、社会のネットワークよりも家
族や親族を信頼するため、一族の中から成功した
のもが出れば、その一族の安定につながるからで
ある。以下のトッペの台詞からそのような考え方
が読み取れる。
トッペ： 
チャニョク、母さんが恋しいか？
父さんもこんな日は自分のお袋が恋しく
なる。
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母さんのためにも勉強頑張りなさい。
人一倍勉強頑張って立派な人間になるん
だ。父さんが駅前で行商してでも、
お前を大学に行かせてやるから歯をくい
しばって勉強しろ。
お前が出世すれば、チャノクもチャヌも
幸せになれる。
美大だとか画家だとか夢にも思うなよ。
（『初恋』3 話、下線は筆者）
トッペ：
チャヌは、何としても司法試験に合格し
ろよ。父さんと兄さんのためにも頑張る
んだ。
そして、チャニョクはチャヌが司法試験
に合格するのがお前にとっても勲章だと
思え。
（『初恋』37 話、下線は筆者）
以上のように、チャヌの司法試験に家族全員の
運命が掛かっているのがわかる。しかし、チャヌ
はそれを負担に思わず、家族のために頑張ろうと
する。このような韓国の家族関係について洪賢秀
氏は以下のように述べている。
かつて日本では「家制度」というものがあった
が、韓国にも「家（チプ）」というものがある。
伝統社会において、身分制度と血縁関係を結合さ
せる重要な役割を果たしていたのが「家」であっ
たと言える。（中略）「家」は時間や空間を越えた
観念的な集団として捉えられる。現在そこにいる
家族の人は祖先から受け継がれた「家」をどのよ
うに存続・発展させるか、また子孫に継承させる
かが重要視されていた。従って、家族をつくる出
発点であった結婚さえも祭祀の永続のための制度
とみなされ、家族関係においても、どの関係より
も親子関係が優先された 20。　
つまり、韓国社会で家とは単に建物とそこに住
む家族という意味ではなく、家門として位置づけ
られているのである。チャヌが司法試験に合格す
れば、それは家門の栄光であり、家門の社会的な
地位も上昇する。チャヌに期待を寄せているトッ
ペは、ヒョギョンの家について以下のようなこと
を言った。
トッペ：
俺は知っているぞ。小学生の頃、お前は
ヒョギョンと仲が良かったな。
でも、今は二人とも立派な大人なんだし、
気楽に会ってもいられない。
言っておくが、身の程を知って高望みは
するな。
もちろん、お前が司法試験に合格して、
判事や検事になれば、あの子とも釣り合
うけど…
もし、そうなったら、あんな家の娘とあ
えて結婚しなくてもいいだろ。
お前は知らないと思うが、あの家は普通
の家じゃない。
金持ちではあるが、あの子の叔父を見れ
ばわかるけど、ヤクザの連中の集まりだ。
父さんは、食うにも困る有りさまで、こ
んな暮らししてるけど、そんな家の娘は
ごめんだ。
（『初恋』21 話、下線は筆者）
ヤクザまがいなことをするヒョギョンの叔父、
ワンギのことを意識して言っているが、ここで
トッペは肉体労働をしている自分より卑しい者と
してヤクザを下に置いている。ヤクザだから、貧
しいからと反対の理由は異なるが、トッペもイ・
ジェハも子どもの結婚に相手の家、すなわち家門
にこだわっているのがわかる。トッペは、チャニョ
クの結婚について以下のように思っている。
トッペ：
お姉さんのようにお前も似合いの嫁選ん
で結婚しろよ。
今度は俺がお前の嫁を選んでやる。
純粋で素直な子を探して近いうちに結婚
させるぞ。
俺がいい子を選んでやるから何もいわず
に結婚しろ。
父さんは貧乏だが、幸せ者だ。
お前がいてチャヌがいて、優しいチャノ
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クがいて婿までできて…
俺ほどの幸せ者がいたら出てこいと言い
たいぐらいだ。
（『初恋』37 話、下線は筆者）
韓国社会で親にとっての子どもの結婚は、子ど
もに対する親としての責任を完結させるけじめと
して認識されており、相当の負担と関心が集中し
ている事柄である 21。従って、子どもの結婚につ
いて親の意向はかなり重要視される。
チャヌに法学部に行けと言ったトッペは、今度
はチャニョクの結婚相手を自分が決めると言って
いる。押し付けがましく聞こえるかもしれないが、
これに対して子どもたちは一切反論せず、従うの
である。このように韓国の家族関係で親の権限が
非常に強いのは、儒教思想の中で「孝」に最大の
価値を置いたためである。
トッペは社会的には看板描きという職業で地位
が低いにしても、家に帰ると三人の子どもたちに
尊敬される父親である。以下の図 2 は、ソウル
で久しぶりに再会した父にチャニョクがチョル 22
をする場面で、図 3 はワンギの部下に暴力を振る
われ、入院し手術を受けた後、退院する父をチャ
ニョクがおんぶする場面である。図 4 は、チンピ
ラたちに屋台を壊され、怪我した父を子どもたち
が心配する場面である。このように、子どもたち
がトッペを大切にする姿から儒教思想で最も重要
な徳目とされた「孝」が垣間見える。
図 2. 父親にチョルするチャニョク
図 3. 父親をおんぶするチャニョク
図 4. 父親を心配する兄弟
以上のように、チャニョクの家族は、母親がい
なくて貧しいながらも姉が母親代わりに家族を支
え、次期家長としての役割を果たせなくなった長
男の代わりに次男が司法試験に合格し、家族のた
めに出世しようとする。家族全員が家父長制の規
範に従ってそれぞれの役割を担っているのだ。こ
の家族愛の中心には、稼ぎが良くなくても権威を
失わず、一家の精神的支柱として健在な父親の姿
がある。チャニョクの家にはいい意味での家父長
制が支配しているといえる。
２．典型的な核家族－ヒョギョンの家族
ヒョギョンの家族は、実業家の父親と専業主婦
の母親、そして一人娘のヒョギョンの 3 人で構成
された典型的な核家族である。
核家族は産業化・都市化が急速に進んだ 70 年
代から 80 年代に急増した。1966 年 5.5 人であっ
た 平 均 世 帯 人 数 は、1990 年 は 3.8 人、2000 年
には 2.9 人にまで減った。ちなみに、1960 年に
28.5％であった拡大家族は、1990 年には 12.5％に
激減した。統計庁の「人口住宅総調査報告書」に
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よると、2000 年の場合には総世帯のうち、2 世代
の核家族世帯は 60.8％と圧倒的に多い 23。
図 5．典型的な核家族であるヒョギョンの家族
ヒョギョンの父であるイ・ジェハは、儲かるた
めなら非道なことも辞さずにやってきた成り上が
り者である。実力行使に出る時は、直接手を出さ
ずに義理の弟であるワンギを利用して解決してき
た。事業の大部分は、ソッキの母親であるチョン
会長の助けがあって今の地位まで上り詰めたので
ある。経済成長が第一に叫ばれていた 70 年代に、
手段はともかく、金持ちであるイ・ジェハは、社
会的には成功した者に分類される。
しかし、家に帰るとイ・ジェハは、妻に怒鳴り
つけ、娘に対しても厳しい父親なのである。
（妻がチョン会長にお金を借りたことを知って） 
イ・ジェハ：
今すぐ荷物まとめてワンギのところに行
け！
お前、チョン会長になんて言った？俺に
は内緒にしてくれだと？
妻：　でも、それは…ワンギに泣きつかれて…
イ・ジェハ：
俺に恥をかかせてまでワンギをかばうの
か？チョン会長の前で俺をコケにしや
がって
妻： ごめんなさい。私が悪かった。
イ・ジェハ：
謝ってもムダだ。もういいから出ていけ。
（ヒョギョンと妻が家を出ると言ったとき）
イ・ジェハ：
二人とも戻れ！
ヒョギョンは部屋へ。お前もだ。
妻： イヤよ。私もあなたの顔色伺うのはもう
うんざりよ。あなたの言う通り、私もこ
の家から出て行きますよ。
イ・ジェハ：
じゃ、なら出て行け。その代わり、もう
二度とこの家には戻れると思うな。
（『初恋』13 話、下線は筆者）
図 6．妻に怒鳴るイ・ジェハ
図 7．ヒョギョンを叱るイ・ジェハ
イ・ジェハは、妻が自分に相談せず、チョン会
長にお金を借りたことで、プライドに傷ついたの
が許せなかったのである。子どものために土下座
も躊躇しないトッペとは違って、イ・ジェハは体
面を重視しているのがわかる。これに対して妻は、
口では家を出ると強がっているが、結局実行には
移せない。夫の命令に従わざるを得ないのである。
このようなイ・ジェハの高圧的な態度は、妻だ
けではなく、ヒョギョンに対しても同じである。
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ある日、ヒョギョンが予備校を早退してから帰っ
てこらず、実家に「友達の家に泊まる」と電話を
入れた。外泊するという娘が心配なイ・ジェハは、
ヒョギョンの同級生に片っ端から電話をかけるこ
とを妻に命じる。ここまでは、多少怖いかもしれ
ないけど、一人娘を大事に思う一般的な父親と変
わりないが、ヒョギョンがチャニョクと交際して
いることを知った後、イ・ジェハは豹変する。こ
の日、ヒョギョンがチャニョクと一緒にいたこと
を知り、帰ってきたヒョギョンに手をあげたのだ。
しかし、ヒョギョンも隣にいた妻もたてつけない。
この家族はイ・ジェハの言いなりにならないとい
けないのである。
娘とチャニョクの交際をやめさせるために、イ・
ジェハの行動はさらにエスカレートしていく。結
局は、入院中のトッペに悪態をつき、金を渡して
くるのであった。
イ・ジェハ：
私は、あんたの家と親戚になるつもりは
ない。あんたの長男は、身の程知らずだ。
うちのヒョギョンと交際だと？
女ならほかにもたくさんいるだろ。
よくもヒョギョンに手を出したな？まっ
たく笑わせる。
あんたの躾が悪いせいだ。
アヒルの子は所詮アヒル。
真似をしたら大怪我は付くもんだ。それ
を子どもにも教えてやれ。でないと何が
起きるかしらんぞ。
（『初恋』30 話、下線は筆者）
図 8. トッペに暴言を吐くイ・ジェハ
お金と暴力で物事を解決しようとするイ・ジェ
ハは、物質万能主義社会の暗い部分を映し出して
いる。彼はたとえ財は手に入れたとしても、その
手段が正当とは言えず、家族からも尊敬されない
父親なのである。
娘が貧しい家の息子と交際するのを猛反対して
きたイ・ジェハは、チャニョクの家族を長年の間
苦しませた。そして、今より成り上がることを願
い、チョン会長の息子であるソクチンを婿にした
いと思っていた。結局イ・ジェハは、チャヌの復
讐によって不渡りになり、そのショックで死んで
しまう。　
イ・ジェハの家族は、傍から見ると裕福で綺麗
な妻と可愛い娘がいて幸せそうに見えるが、利己
的な父親の権威によって家族が崩壊していく。エ
ゴイスティックな家父長制がもたらした始末であ
る。
Ⅳ．父親不在の家族
１．母娘家族－シンジャの家族
ここでは、チャニョクに思いを寄せている隣の
家のシンジャの家族を紹介する。シンジャは母親
と二人家族である。シンジャの母親は映画館の売
店で働きながら、輸入禁止の外国製品を闇で売る
商売をしている。寡婦であるシンジャの母親は、
映画館の客にプロポーズされたが、シンジャの反
対で再婚せずにいた。ところが、ある日シンジャ
から母親の再婚話を切り出される。
シンジャ：
母さん、あのおじさんにもう
会わないの？
お母さん：
おじさんって？
シンジャ：
母さんが再婚しようとしてた人。
お母さん：
知らないよ。
シンジャ：
あのおじさんと再婚すれば？
私もう大人だよ。
あと、いつか私が結婚したら、
母さん寂しくなるし…
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いろいろ考えて気がついたの。
私がお嫁に行ったら母さんは一人
ぼっちだなって。
母さんまだ綺麗だから、あのおじさんに
また連絡して再婚すれば？
お母さん：
シンジャ、それ本気で言ってるの？
シンジャ：
母さんの再婚に反対したこと、後悔して
るよ。
お母さん：
本気で言ってるの？
からかってるの？
シンジャ：
あの時はわからなかったけど、
今ならわかるよ。
（『初恋』11 話、下線は筆者）
今は女性の再婚・離婚がタブーではないが、儒
教の教えには「一夫従事」、「再婚禁止」というの
があり、一生を一人の男性につかえることが美徳
とされた。夫が亡くなっても女性は貞節を守り続
けなければならなく、再婚は以ての外だったので
ある。
しかし、70 年代から女性の認識は変わり始め
ていた。当時の『東亜日報』の記事によると、「気
が合わないなら離婚すればいい」、「再婚を恥ずか
しいことと思わない」という考え方が芽生え、60
年代までには女性たちが儒教の道徳観に囚われて
いたが、70 年代の女性は離婚という選択肢もあ
ると思っていることを取り上げた 24。
その背景として 70 年代にアメリカで起きた
ウーマン・リブ運動を挙げることができる。ウー
マン・リブは瞬く間に世界に広まり、韓国でも
YWCA や女性問題研究院、韓国家庭法律相談所、
韓国女性団体協議会などが中心となり 25、戸主相
続順位、財産相続、父親優先の親権など、家父長
制的な考え方を制度化した家族法の改正運動が活
発になった。この時期から伝統的な家族制度に疑
問を持ち、女性に対する差別的な抑圧に立ち向か
う女性たちが増えたのである。
しかし、これは大学の教育を受けた一部のエ
リート女性たちに限った話であって、一般女性に
まで広まってはいなかった。庶民たちは相変わら
ず、再婚を忌避し、離婚を偏見の目で見ていたの
である。このような時代に、母親に再婚を勧める
シンジャの考え方は、かなり進歩的であるといえ
る。
図 9．ヤン社長と再婚したシンジャの母親
以前、シンジャの母親は裏の仕事をしてまで家
計を支えなければならなかった。しかし、ヤン社
長と再婚してからは仕事を辞め、幸せを掴み取る。
一方、シンジャは親と同居せず、独立して働く。
チャニョクを一途に思うシンジャは、健気に働き、
彼のために貯金して、彼に尽くすことにそれなり
の小さな幸せを感じながら生きていく。
図 10．洋服を売る仕事を始めたシンジャ
『初恋』に登場する四つの家族の中でシンジャ
の家族は、最も将来が不安定であったが、シンジャ
の母親は再婚相手に、シンジャは好きなチャニョ
クに生きがいを見つけて生きている。シンジャの
家族は、家父長制という枠の中で、男性との関係
から得られる女性の幸せを追求していく。
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２．女性家長の核家族－ソッキの家族
ソッキの家族は、女性企業家である母親と大学
院生の兄ソクチン、そして放送記者を希望する
ソッキの 3 人家族である。急逝した父親は著名な
政治家であった。
母子家庭なのは、シンジャの家族と同じである
が、ソッキの母親が取締役というのは特筆に値す
る。夫が亡くなった後に、夫が経営していた会社
を継いで発展させたという女性社長の話はしばし
ば聞くが、チョン会長のように夫の仕事と関係な
く企業を経営する女性はとても珍しいことであ
る。
それに 70 年代は、社会に出て働く女性といえ
ば工場の労働者が一般的であった。これは 60 年
代後半から進められた国家主導の経済開発の一環
で、輸出型産業である繊維、衣服、かつら、靴、
電子部品業など、軽工業や組み立て産業が中心と
なったことに起因する。このような産業を下支え
したのは女性たちであり、製造業に従事する女
性労働者は、1960 年に全女性労働者の 6.3％から
1975 年には 16.8％に増加し、製造業分野内の性
別比率も 26.6％から 37.8％に増加した 26。
このような時代に、ソッキの母親の肩書きは会
長で、彼女は夫が亡くなった後も傷心を表に出さ
ずに仕事をこなす鋼のような女性である。子ども
たちに弱いところを見せないチョン会長は、ある
日、自分に助けを求めていたキム社長が自殺した
ことでソクチンを呼び出し、本音を話す。
チョン会長：
ごめんなさい。
ただでさえ、会社を継ぐ気のないあなた
にあんな姿まで見せちゃって。
ビジネス世界はなまやさしくないから、
人のことばかり考えてると、不渡りで自
殺したキム社長みたいに追い詰められる
のが現実よ。
きっとあなたそれがイヤで逃げてるんで
しょうね。 
それに母さんは女だから、必要以上にオー
バーアクションする時もあるし、男以上
に図太くならなきゃいけないの。（中略）
母さんの事業に興味がないなら、無理に
会社を継げとは言わない。
嫌々やっても長続きはしない。
しかし、自分の手でここまで起こしてき
た事業を息子に継がせたいのが本音よ。
でも、あなたがどうしてもイヤなら仕方
ない。あなたももうすぐ大学院卒業だか
ら、これからどうするか計画を聞かせて。
ソクチン：
はい。卒業したら、ニューヨークかパリ
でもっと勉強したいです。
チョン会長：
留学するってこと？今の専攻で？
ソクチン：
できれば、都市設計の勉強も並行して
やってみたいです。
チョン会長：
なら時間がかかるんじゃない？
ソクチン：
5 年ぐらい考えてます。
チョン会長：
5 年も？
ソクチン：
ごめんなさい。
チョン会長：
その話は…
母さんが諦めるしかないね。
いいわ。あなたが好きで選んだ道だから
行きなさい。
こうなるんだったら、もう一人息子を産
めばよかった。
（『初恋』25 話、下線は筆者）
図 11．仕事中のチョン会長
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チョン会長は、ビジネス世界で生きることの厳
しさと孤独感をソクチンに話し、理解を求めてい
た。そして、息子のソクチンに会社を継がせたい
という内心を打ち明けた。家父長制下で最も重要
な母親の役割は、次期家長となる息子を立派に育
て上げることであった。また、息子が親の事業を
受け継ぐのは、当たり前のようなことである。
しかし、ソクチンは母親の意向に背き、留学計
画を言い出す。ソクチンは、チャニョク・チャヌ
兄弟のように家族のことを考えて物事を決めたり
しない。父親が亡くなったからといって家族のこ
とについて責任感を感じることはなく、趣味であ
る旅行をしながら自由に生きている。
チョン会長もまた、そのようなソクチンの生き
方を尊重し、それ以上強要しない。ソッキの家族
は、母親が家長としての役割をしているが、権威
的ではなく互いを思い合う親子の姿を見せてい
る。　　　
また、『初恋』に登場する四つの家族の中で、ソッ
キの家族は社会・経済的に上位クラスに属する。
そのような家庭で育ったソッキとソクチンが貧困
問題について話し合う場面は、注目に値する。
ソッキ：
都市貧民の実情を探る企画で撤去民の人
を取材してきたの。聞いてみる？
兄さん、私はソウルにあんな町があるな
んて知りもしなかったわ。
1 日 12 時間以上働いても生計が立たな
いってことも…
ソクチン：
そうだね、今まで労働集約産業で経済は
高度成長したが、当の労働者は十分な対
価を得られてない。それが資本主義の矛
盾であり、盲点だ。
ソッキ：
同じ大学の同期の中にもあの町に住む人
がいたの。家族と一緒の小さな部屋で勉
強してるのよ。
会いづらくて…
ソクチン：
なんで？自分は金持ちだから？
ソッキ：
私が金持ちなのは、私の努力じゃなくて、
両親に恵まれただけだって。
ソクチン：
そいつが？
ソッキ：
うん、法学部の友達なんだけど、私みた
いな恵まれた金持ちの学生に貧しさを
語ってほしくないって。
本当に困ったことのない人は貧しさにロ
マンを感じるかもしれないけど、「でも、
俺には生きる戦い」だって。
ソクチン：
それでお前は？
ソッキ：
何も言えなかった。
（『初恋』29 話、下線は筆者）
この場面は急速な経済成長で貧富の差が激しく
なり始めた 70 年代の社会像を反映している。そ
して、『初恋』で主人公たちの恋の最大な障害物は、
他でもなく、貧富の差なのである。ここで注目し
たいのは、この後の二人の行動の違いである。
ソクチンは、貧困問題についてよく理解してい
るが、富裕層しか享受できない海外留学を計画し
ていて、自分と関係ないことには関心がない。自
分の好きなことをしながら自由に生きる典型的な
金持ちの家のお坊ちゃまである。しかし、ソッキ
は惹かれているチャヌの言葉がきっかけとはい
え、自分にできることを探し、夜学 27 の先生を
するなど、積極的に貧困問題に立ち向かって行動
する。
行動派であるソッキは、友達であるヒョギョン
とも対照的である。二人とも裕福な家に育って、
貧しい家の男に惚れている点は共通しているが、
ヒョギョンは、父親に逆らえない母親と一緒で、
反対する父親を説得しようともせず、父親の目を
盗んでこっそりチャニョクに会いに行くことしか
できない。しかし、ソッキは貧困問題に真正面か
ら取り掛かり、何とかしようと実践する姿を見せ
ている。このように積極的に社会運動に参与する
ソッキは、会社の取締役である母親の影響を受け
ていると考えられる。
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ソッキの家族は、父親が急逝しても家族の生き
方は、何一つ変わらなかった。母親が家長である
ソッキの家族は、女性たちが社会に出て働き、家
族それぞれが幸せを求めて自由に生きている。こ
の家族は家父長制の支配に縛られていない。
Ⅴ .　『初恋』が伝えたもの
以上、ドラマ『初恋』に出る四つの家族の在り
方について見てきた。『初恋』が放送された 1996
年の韓国は、ワールドカップ日韓共催が決定し、
OECD に加盟して先進国入りを果たしたが、経済
危機の影が見え始めた時期でもあった。
1997 年に入ると 1 月に中堅財閥韓宝鉄鋼が倒
産したのをきっかけに、各財閥大手企業が不渡り
を出すなど、経済危機が深刻になってきた 28。物
価は上昇、失業者も増えて社会不安が高まり、11
月には IMF に正式に緊急支援を要求することに
なる。
このような状況で放送された『初恋』は、老若
男女を問わず、大勢の視聴者から支持を得たドラ
マである。特に男性視聴者はドラマにハマった理
由を以下のように述べている。
おれたちの青春時代が思い出せるようなドラ
マでありながらも、兄弟愛や家族愛、恋愛や貧
富の差が描かれている盛り沢山なドラマで、見
る価値がある 29。
高度経済成長期でみんなが向上心を持って頑
張って生きていた 70 年代は、急成長の歪が出て
きた 90 年代の韓国人に、ノスタルジーを思い起
こさせてくれた。『初恋』の脚本家であるチョ・
ソヘ氏は、インタビューで『初恋』を通して最も
伝えたかったことについて以下のように答えた。
『初恋』は、チャニョクとヒョギョンの純愛
を中心とした、家族の愛や親への尊敬、友情の
物語です。これらは韓国の一般社会から失われ
つつあったものであり、その価値観をテーマに
作品を書こうと考えました。そして実際に多く
の方々がこのドラマに共感してくださいまし
た。
時代背景となった 1970 年代は、私自身が成
長する上で非常に大きな意味を持った時代で
す。とても情緒があり、人間味にあふれたこの
時代をドラマの背景とすることで、物語、登場
人物ともに自分の中から自然に生み出されて
いったのです 30。
物質万能主義が蔓延し、全てがお金で評価され
る 90 年代に、『初恋』に見る家族愛や兄弟愛、友
情に視聴者たちは癒されたのである。それは、ド
ラマの中で四つの家族を通して再現されている。
まず、チャニョクの家族は、兄弟みんなが父親
を尊敬し、父親も子どもたちもお互いのために何
かをしようとする。『初恋』が放送された 97 年は
IMF 経済危機が生じ、多くの父親がリストラされ
離婚率が急増した 31。稼ぎがよくない父親が家族
から尊敬されることは、現実にはあまり見ない話
である。しかし、ドラマには貧乏でも尊敬される
父親が描かれている。これは、物質万能主義に対
する作家の警告であると考える。そして、視聴者
はこのような理想的な家族を見て、情緒的なカタ
ルシスを味わったのである。
四つの家族の中で最も現実に近い家族は、ヒョ
ギョンの家族といえる。権威的で怖いヒョギョン
の父、イ・ジェハは、日本の視聴者にも実際にい
そうな父親像として認識された。一昔前、子ども
が怖がるものとして「地震、雷、火事、オヤジ」
が挙げられていた日本で、父親は相当怖い存在で
あった。イ・ジェハは娘のためという名分でヒョ
ギョンとチャニョクの仲を引き裂こうと、チャ
ニョクの家族を苦しめたが、その方法があまりに
も行き過ぎてしまい、結局は破滅していく父親で
ある。この家族からは父親のエゴイズムにまみれ
た家父長制が垣間見える。
そして、父親がいないシンジャとソッキの家族
は、チャニョクとヒョギョンの家族に比べて比較
的に自由な雰囲気である。再婚したシンジャの母
親とチャニョクに尽すシンジャからは、家父長制
の中で男性との関係から幸せを求めていく女性の
姿が見て取れる。
一方、ソッキの家族は父親が突然いなくなって
も、女性家長となった母親は相変わらず会社の取
締役で経営に専念し、長男は家のことに縛られる
ことなく留学の道を選ぶ。ソッキも社会運動に参
131韓流ドラマが映し出す現代韓国社会
加しながら目標であった放送記者の夢を叶えるの
である。この家族こそ、家父長制の仕来りから最
も自由な家族である。
以上のように『初恋』には、それぞれの家族の
在り方や生き方が丁寧に描かれている。これは、
現在の日本ドラマには見られないため、視聴者た
ちは『初恋』を通して家族愛について深く考えさ
せられたのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1 家族関係がうらやましい。子どもが親を大事にしてくれ
る。韓国ドラマは髪が黒いから余計にあこがれる。す
ばらしい文化ですね。そういうドラマ日本にはないで
しょう？昔はあったかもしれないけど。（50 代、女性）
家族関係が濃すぎる。日本ではありえないほど濃い
家族関係。実際に自分がその関係の中にはもちろんい
たくない。韓国ではありえるけど、日本ではありえな
いっていうのがいい。（20 代、女性）平田由紀江（2004）
65 ～ 66 頁
2 一般に庶民の家庭を舞台にして、家族間の葛藤や家庭内
の問題などをユーモアとペーソスをまじえながら描き
出す。岩男壽美子（2000）9 頁
3 母子家庭と父子家庭、すなわち単親家庭を当時はこう呼
んでいた。
4 プレモダンやモダン時代の人間中心主義、自文化中心主
義、男性中心主義、帝国主義、成長主義、大量殺戮兵
器の開発、環境破壊などの様々な問題や従来の家、国
家などの共同体のあり方を見直し、新しいネットワー
ク型の社会を志向する時代。小倉紀藏（2004）13 頁
5 同上、13 ～ 15 頁
6 近代以前の時代。西洋流の産業社会が形成される以前の
世界で、アニミズムやシャーマニズムや儒教や仏教な
どが人々の倫理 ･ 生活を支配していた時代。同上。
7 西洋近代の思想、すなわち国民国家、市民社会、個人の
人権などが導入され、科学技術が発展し、産業化が進
んだ時代。同上。
8 イ ･ ギョンスク「テレビドラマと多文化家族の再現」カ
ン ･ ミョング、キム ･ スアの他 7 人（2010）23 頁
9 親見寿美江（2005） 4 頁
10 日本で放送されたのは、海外放送用に編集しなおした
全 40 話の短縮バージョンである。NHK の BS2 で 2005
年 3 月 31 日から毎週木曜日 23 時から放送された。同上、
8 頁
11 韓国では語頭にくる音を濁音にしないという決まりご
とがあるので、フルネームの場合は「ドッペ」だが、
名前だけで発音するときは「トッペ」となる。
12 木嵜正弘編（2005）90 頁
13 金宗炫 ･ 大西健夫編（1995） 16 頁
14 小林孝行編（2000） 99 頁
15 木嵜正弘編（2005） 91 頁
16 瀬地山角（1996） 220 頁
17 DVD『初恋』（2004）マクザム
18 8 世紀末に唐から導入された人士先発制度。李朝時代に
は両班官僚採用のための試験として運用され、身分制
度確立にも大きな役割を果たした。1894 年に廃止され
たものの、学問のあり方に大きな影響を与えた。深川
由起子（1999） 122 頁
19 小林孝行（2000） 50 頁
20 洪賢秀「若者をとりまく家族状況−教育熱と母子関係
を中心に−」『月刊韓国文化』（2000 年 10 月） 6~7 頁
21 中山美由紀編（2004）214 頁
22 特別な日や久しく会っていない人に対して行う正式な
挨拶
23 前掲載（注 21） 203 頁
24 「貞節よりは実利」『東亜日報』1977 年 12 月 9 日 5 面
25 春木育美（2006） 94 頁
26 同上、97 頁（再引用）
27 正規の教育から疎外された都市貧民 ･ 労働者たちを対
象に、大学生たちが夜間に授業を実施する非正規の教
育機関
28 田代親世（2003）125 頁
29 前掲載（注 12）
30 同上、88 頁
31 離婚理由に関する調査で、最も多い答えは「性格の不
一致」で 49.4％を占める。次に多いのは「経済問題」
14.7% である。「経済問題」は、1990 年は 2.0％、1995
年は 3.0％であったが、1998 年 6.6％、2002 年 13.6％へ
と急速に増加している。前掲載（注 25）25 頁
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한류드라마로 본 가부장제하의 핵가족
- 드라마 < 첫사랑 > 을 중심으로 -
Nuclear family under the patriarchy 
– Focused on television drama “First love” –
최보윤
 (Choi Boyun)
〈요지〉
한류드라마의 가장 큰 특징은 젊은남녀의 연애라는 트렌디드라마적인 요소와 가족애라는 홈드라마적
인 요소가 한데 어우러져 전개된다는 것이다 . 한류드라마에 표현된 끈끈한 가족관계는 현재 일본드라마
에선 볼 수 없기 때문에 일본의 시청자들에게 그것은 일종의 동경의 대상으로서 작용하고 있다 .
70 년대말 , 이미 포스트모던 사회로 진입한 일본에서 사람들은 공동체와는 관련없이 개인으로서의 삶
만을 영유하고 있다 . 텔레비전드라마도 개인의 세계를  묘사한 것이 주를 이루고 있다 . 이에 반해 , 90 년
대 중반부터 포스트모던 사회로 진입한 한국의  드라마는 국가 , 공동체 , 가족에 뿌리를 둔 사람들이 인
생을 논하고 사랑을 이루어가는 것이 주된 내용이다 . 일본시청자들은 한류드라마는 일본인들에게서 잊
혀져간 가족간의 정이나 그리움을 세밀하게 묘사한다고 지적한다 . 본고는 한국드라마 역대 최고시청률
(65.8%) 을 기록한 < 첫사랑 >(KBS,1996-1997, 총 66 부작 ) 에 나타난 가족상을 고찰한 것이다 .
  < 첫사랑 > 에는 네가지 유형의 핵가족이 등장한다 . 첫번째 가족은 주인공 찬혁의 가족이다 . 찬혁의 
가족은 어머니가 안 계시고 가난하지만 , 형제들 모두가 아버지를 존경하고 아버지를 중심으로 서로가 서
로를 위해서 희생하는 모습을 보여준다 . 이는 좋은 의미로서의 가부장제가 기능하고 있는 가족이라 할 수 
있다 . 
 두번째로 찬혁의 첫사랑인 효경의 가족은 사업하는 아버지와 전업주부인 어머니 , 그리고 외동딸 효경
으로 구성된 전형적인 핵가족이다 . 이 가족은 표면상으로는 행복해 보이지만 , 딸이 가난한 집 아들과 교
제하는 것을 제지하기 위해 돈과 폭력을 이용하는 권위적인 아버지의 욕심으로 인해서 파괴되어 간다 . 효
경의 가족은 이기주의에 물든 가부장제를 보여주고 있다 . 
 다음의 두 가족은 아버지가 안 계신 모자가정이다 . 먼저 신자의 가족은 어머니와 신자로 이루어진 모
녀가족으로 , 신자의 엄마는 신자의 권유로 재혼을 하게 된다 .  한편 , 신자는 찬혁을 위해서 열심히 일하
며 , 그를 위해 희생하는 것에서 삶의 행복을 느낀다 . 새로운 인생을 찾아 재혼한 신자엄마와 사랑하는 남
자를 위해 모든 것을 바치는 신자의 모습으로부터 70 년대 , 가부장제라는 틀 안에서 누릴 수 있는 여성의 
행복은 남자와의 관계를 통해서 얻을 수밖에 없었다는 것을 알 수 있다 . 
 마지막으로 석희의 가족은 기업의 회장인 어머니와 대학원생인 오빠 , 석희로 구성된 여성이 가장인 가
족이다 . 석희의 가족은 아버지가 갑자기 돌아가셨음에도 불구하고 그전과 다름없이 어머니는 회사경영에 
전념하고 , 장남은 기업을 물려받으라는 어머니의 부탁을 거절한 채 유학의 길을 택한다 . 사회운동에 참
여했던 석희는 방송기자의 꿈을 이루게된다 . 이 가족이야말로 가부장제의 굴레에서 완전히 벗어난 가족
이라 할 수 있다 . 
드라마 < 첫사랑 > 은 네 가족이 살아가는 방식을 보여줌으로서 일본의 시청자들에게 가족간의 유대와 
사랑에 대해 생각해보는 계기를 마련해주었다 .  
（2012 年 6 月 1 日受理）
